
一般の小児科医のための  

研修テキストの作成について  

（柳澤委員）  
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一般小児科医に望まれる子どもの心の診療（仮題）  

頁  所  属   

数   

尉」＼児科医に望まれる子どもの心の診療  5  

望まれる範囲  

∃常診療における留意点  ：一般小児科医に望まれる診療範；   

）身体症状・身体所見で気をつける事柄  ：囲の説明と、症候・訴えからど：   

）規の訴えで気をつける事柄  三のような問題・疾患を考えるかミ   

）受診状況で気をつける事柄  ；の説明。この章から、考えられミ   

）規子の状態で気をつける事柄  ；る各々の問題・疾患（Ⅰ以下の…   

乳幼児健診における留意点  ；）を参照できるようなガイタン‡   

）身体状況で気をつける事柄  ミス的内容とする。  

）規の訴えで気をつける事柄  

）規子の状態で気をつける事柄  

折・対応ができることが望まれるもの  

唾眠障害  2  

）夜泣き  

）夜驚  

排泄障害  4  

）夜尿  

）昼間遺尿  

）遺棄  

乳幼児の貴行動の問題  2  

）少食  

）過食  

）食事を嫌がる  

心身症  7  

）反復性腹痛  

）周期性嘔吐  

）慢性頭痛  

）特発性胸痛  

）四肢痛  

）単純性肥満  

要癖  2  

）指しゃ／ぶり  

）爪かみ  

）性器いじり  

育児上の問題  4  吉村小児科  

）テレビ・ビデオ  

）きょうだいけんか（同胞葛藤を含める）  

）反抗（幼児期）  

）分離不安  

性に諾する問題  3   戸田市立医療保健センター   

）ポルノ・下着への関心  

）自慰  

）性体験  
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Ⅲ．判断と初期対応ができることが望まれるもの   

1．心身症  

‾り起立性調節障害   

：≧）過敏性腸症候群   

：∋）過換気症候群  

4）起立歩行障害（矢立・矢歩）  

f∋）非器質性視力障害  

2．チック障害  

3．貴行動の問題  

1）異食  

2之）意図的嘔吐（反毎）  

4．行動問題   

1）選択的絨黙  

2之）登園し／Sてり（保育所・幼稚園）  

こ∋）抜毛（円形脱毛を含む）   

日中英高  

竹中義人  

石崎優子  

井上登生  

井上登生   

金生由紆己子   

北山真次  

大阪医科大学小児科  

大阪労災病院小児科  

関西医科大学小児科  

井上小児科医院  

井上小児科医院   

東京大学こころの発達診療部   

神戸大学小児科  

深井善光  

深井善光  

岡田由看  

稲垣由子   

村上佳津美  

清瀬小児病院  

清瀬小児病院  

神戸大学発達科学部  

甲南女子大学人間科学部   

近畿大学小児科  5．不登校   

1）不登校を疑わせる症候   

：之）不登校への初期対応  

6．発達障害   

1）発達障害の評価  

（1）遅れの評価  

（2）発達障害を疑わせる行動特徴  

（3）「軽度」発達障害とは  

三三）知的障害（精神遅滞）  

こ∋）広汎性発達障害（自問性障害）  

∠1）注意欠陥／多動性障害  

とう）発達性協調運動障害（不器用）   

（∋）学習障害   

Ⅳ．判断と適切な紹介ができることが望まれるもの   

1．不適切な養育（子ども虐待）   

1）子ども虐待を疑わせる症候   

：Z）子ども虐待への初期対応  

2．摂食障害  

ノl）神経性無烹欲症（拒貪症）   

：之）神経性大麦症（過食症）  

3．神経症性障害   

1）転換性障害（ヒステリー）  

2之）不安障害・パニック障害  

こ∃）強迫性障害  

4．うつ   

1）子どものうつ状態の特徴  

：之）うつ状態を疑ったときの初舅月対応  

5．統合失調症  

1）子どもの統合失調症の特徴  

小枝達也  鳥取大学地1或学部地域教育学科   

「1）評価」の部分が中心で、発  

達障害の可能性を疑うことがで  

きる知識・方法の解説。個々の  

；発達障害については、概要の説  

；明に留める。  

柳川敏彦  和歌山県立医科大学小児科  

井口敏之  星ケ丘クリニック  

笠原麻里  

国立成育医療センターこころの診療部  

市川宏伸  都立梅ケ丘病院  

：保護者への助言中心  

市川宏伸  都立梅ケ丘病院  

三保譲吉への助言中心   
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2）統合失調症を疑ったときの初期対応  

6．性に関する問題   

1）妊娠  

2）性感染症  

3）性非行・援助交際   

Ⅴ．子どもの心の診療の基本事項  

1．発達  

1）運動発達   

2）言語発達   

3）社会性の発達   

4）精神性の発達   

5）愛着の発達   

2．知っておくべき対応法の基本  

1）行動問題への対応の基本（行動変容技法）   

2）保護者への助言の基本   

3）向精神薬療法の基本   

3．子どもの心の診療と関連する他領域の基本的知識  

1）診療経費   

2）児童福祉   

3）特別支援教育   

4）法律   

5）矯正・司法   

Ⅵ．その他の関連事項  

1．慢性身体疾患のある子ども  

1）慢性疾患の心理的影響   

2）治療：コンプライアンスの低下   

2．痛み  

1）痛みの心理的影響   

2）痛みのある子どもへの対応   

3．臨死状態   

1）臨死状態の子どもに見られる特徴   

2）臨死状態の子どもへの対応   

3）保護者への対応   

4．思春期   

1）健康教育   

（1）栄養教育：肥満・過剰なダイエット   

（2）性教育   

（3）タバコ   

（4）アル⊃－ル   

2）行為障害   

（1）家出   

（2）盗み（万引き）   

（3）暴力（傷害）   

（4）放火   

（5）薬物使用（合法ドラッグ、覚醒剤など）   

（6）自傷、自殺  

ふれあい横浜ホスピタル産婦人科  早乙女智子  

国立成育医療センターこころの診療部  宮尾益知  

古荘純一  青山学院大学  

国立榊原病院  長尾圭造  

赤坂 徹  盛岡こども病院  

静岡県立こども病院  小林繁－  

聖路加国際病院  細谷亮太  

国立成育医療センターこころの診療部  生田憲正  
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一般の精神科医のための  
研修テキストの作成について  

（山内委員）  
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子どもの心の言多療医の養成に関する一般精神科医向けの研修テキスト（仮題）  

頁  所  属   

数   

総論  

子どものこころの発達  

．正常な身体発達  口  深井善光   清瀬小児病院  

．正常なこころの発達  

1）乳幼児期  口  名古屋大学発達心理精神科教育研究センター  

2）学童期～青年期  皆川邦直  

．家族や）周囲との関係  

1）家族関係  口   横浜市立大学医学部小児精神神経科  

2）学校および友達関係  2  北里大学大学院医療系研究科  

小児にこころの問題が生じる原因  

．遺伝  

．器質  

．心理社会的要因  

1）性格要因  2  和歌山子ども・障害者相談センター  

2）環境要因  笠原麻里  

小児の精神疾患の分類の概要  

lCD－10  十一元三   

．DSMl  青木省≡  

子どものこころのとらえ万  

．病歴のとりかた  

1）発達歴  原田謙   

2）家族歴  口   宮城県子ども総合センター  

3）成育歴   2  広沢郁子   メンタル神田クリニック   

4）現病歴  口  西田春美   三重県立小児心療センター  

．，子どもの診療の仕方、ラポール  

1）乳幼児期  2  吉B敬子   九州大学病院精神科児童精神医学研究室   

2）学童期   2  金澤 治  埼玉医科大学神経精神科・心療内科   

3）青年期   2  松田病院 
．家族の問診のしかた  市川宏伸   

．身体的診察  松本英夫  

．心理検査  

1）知能検査  上別府圭子   

2）人格検査  森岡由紀子   

．臨床検査  山田佐豊富  

治療法  

．療育  口   札幌市立札幌病院静療院  

精神療法  

1）非言語的  口  武井 明   旭川市立旭川病院精神科   

2）言語的   口  西村良二   福岡大学医学部精神医学教室   

．家族へめ対応   2  中村伸一   中村心理療法研究室   

．薬物療法  口  金沢大学大学院医学系研究科脳情報病態学  

他機関との連携  

． 

豊永公司  

．他機関との連携  2   大阪府こころの健康総合センター  

子どもの問題に関係する社会資源  

．医療  口  名古屋大学医学部付属病院親と子どもの心療部  

．福祉  猪子吉代   

．司法  口   岐阜大学医学部精神病理学分野  
児童相談所   口  小野善郎   和歌山子ども・障害者相談センター   

．子育て支援センター   口  野邑健二   名古屋大学医学部付属病院規と子どもの心療部   

児童福祉施設   口  水野智之   愛知県立心身障害児療育センター   
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7．障害者手帳   

8．療育手帳   

9．特別児童手当   

B．各論  

i．発達障害  

1．㌻＝7 精神遅滞   

2．！＝80′）82 学習障害   

3．F＝84 広汎性発達障害   

4．lニ90 多動性障害   

5．発達障害関連：てんかん  

Ⅱ．発達障害以外  

1．l＝1～F5   
1：′ Fl二物軍使矧こよる精神行動障害  

2ニノ F2：統合失調症  

3二JF3：気分障害  

4ニJF4：神経症性障害など  

（1）F40：恐怖症性不安障害  

（2）F42：強迫性障害  

（3）F43：重度ストレス反応及び適応障害  

（4）F44：解離性（転換性）障害  

（5）F45：身体表現性障害  

5二）F5：生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群  

（1）F50：摂食障害  

村瀬聡美  

橋本大彦  

若子理恵  

名古屋大学発達心理精神科教育研究センター  

中島洋子  

岡田 俊  

内山登紀夫  

田中康雄  

十一元≡  

よこはま発達クリニック  

北海道大学大学院教育学研究鞘順子ども発達臨床研究セか  

松本俊彦  

賀古勇輝  

傍白健三   

章月君 耳念  

小平雅基  

岩井圭司  

柴山雅俊  

氏家 武   

北川信樹  

松尾雅博   

聞  さ歩  

水田一郎  

廣常秀人  

売木 豊  

金生由糸己子   

根来秀樹  

近藤直司  

亀岡智美  

長尾圭造  

飯田順三  

松本俊彦  

笠原真理  

田中康雄  

中軌羊二郎  

1  

1  

1  

3  

国立精神・獅艶ンクー精神保健研究所司法精神医学研究喜口  

北海道大学大学院医学研究科神経機能学講座精神医学分野  

北海道大学大学院医学系研究科精神医学分野   

北海道大学保健管理センター精神科  

北海道こども心療内科氏家医院   

北海道大学大学院医学研究科神経機能学講座精神医学  

（2）F51：  

6）F90′）98  

（1）F91：  

（2）F93：  

（3）F94：  

（4）F94．  

（5）F95：  

Ⅲ．注∃すべき現象  

1．不登校   

2．ひきこもり   

3．児童虐待   

4．ノ＼じめ   

5．家庭内暴力   

6．自傷行為   

7．自殺   

8．多動   

9．非行  

非器質性睡眠障害   

行為障害  

分離不安障害  

選択性鍼黙  

1：小児期の反応性愛着障害  

チック症  

法務省加古川学園・播磨学園  

神戸女学院大学人闇科学部心理▲行動学科  

2  

1  

1  

1  

2  

1  

’1  

2  

2  

東京大学医学部付属病院こころの発達喜多療部   

奈良県立医科大学精神医学教室  

山梨県立精神保健福祉センター、山梨県中央児童相談所  

大阪府こころの健康総合センター  

国立病院機構榊原病院  

奈良県立医科大学精神医学教室  

国立精神・神経セント精神保健研究所司法精神医学研究部  

北ミ毎遵大学大学院教育学研究科附属子とも発達臨床研究セント  

立正大学心理学部  
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「子どもの心」の診療を定期的に  
行っている小児科医・精神科医の  
ための研修テキストの作成について  

（奥山委員）  

－6了－   



子どもの心の診療医専門研修用テキスト（仮題）  

頁  執筆者  所 属   

数   （敬称略）  

ニキスト目次案  

晶＞  

里論  

子どもの発達   
2  鳥取大学医学部脳神経小児科   

）神続発達  2  関西福祉科学大学  

）こころの発達  

子どもの発達の定型と異常  
2  榊原病院   

2  柏州メンタルクリニック  

相互作用を含む）  

子どもの精神障害に関する生物学的  
2  京都大学医学部保健学科  

要因と心理・社会的要因  

診断  

診断面接  

）子どもへの面接法  2  自治医科大学小児科  

）親への面接法  
2  自5台医科大学小児科   

神経学的な診察  2   北里大学   

所見のまとめ方  2  自治医科大学小児科  

相原正男  山梨大学医学部小児科  
医学的補助検査（小児神経）  

和能検査・発達検査の種類とその利用の  2  

万  

2  

の重要性  

治療  

）治療の選択  2  福岡大学精神科   

）心理・社会的治療  2  静岡県立こころの   

医療センター  

）親ガイダンス  2  奈良教育大学   

2  
京都大学精神科  

2  豊田市子ども発達センター  
、）療育  2  神奈川県立こども   

）入院治療の適応  医療センター  

論Ⅰ．．障害の分類（言多断基準・鑑別診  

疫学・治療・予後）＞  

達障害  

）発達障害総論  
2   

国立精神神経センター   
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独協医科大学小児科  

横浜市総合リハビリテーショ  

ンセンター  

国立精神神経センター精神保  

健研究所知的障害部  

和歌山大学教育学部障害児教  
法  
戸∃  

2）精神遅滞  

3）広汎性発達障害  

山内秀雄  

本田秀夫  

稲垣真澄  
4）特異的発達障害・学習障害  

小野次朗  
5）ADHD  

2． 小児期および青年期に通常発症する   

他の障害  

1）排泄の障害  

（．1）遺尿症・夜尿症   

（2）遺糞症  

2）チック障害   

（：1）トウレット障害   

（二2）慢性運動性または音声チック障害   

（：3）一過性チック障害  

3）瞞育・摂真の障害  

（1二）異食症・その他の晴育・摂食の障害  

4）分離不安障害  

5）選択性鍼黙  

6）反応性愛毒障害  

7）常同運動障害  

8）破壊的行動障害   

（こ1）反抗性挑戦性障害  

（こ2）行為障害  

帆足英一  ほあし子どものこころクリニック  

星加明徳  
（宮島祐）  

東京医科大学小児科学  

名古屋大学医学部付属病院親と子  

どもの心療部   

国立病院機構天竜病院精神科   

名古屋大学医学部付属病院親と子  

どもの心療部  

豊田市子どもの発達センター   

国立精神・神経センター国富台病院   

山梨県立精神保健福祉センター  

2  

2  

2  

2  

2  

2  

2  

野邑健二   

山崎知克  

山崎知克  
小石誠二   

岩子理恵   

渡部京太   

近藤直司  

3．心身症および身体化  

（1）心身症（総論）  

（2）個別の心身症  

（1）起立性調節障害  

（2）過敏性臆症候群  

（3）気管支喘息  

（4）過換気症候君羊  

冨巴和巳   

田中英高   

島田 章  
赤坂徹   

小柳憲司  

子ども心身医療研究所   

大阪医科大学小児科学教室   

福間病院心療内科  

社会福祉法人岩手愛児会子育て医  

療支援センター  

長崎県立こども医療福祉センター  

小児心療科   

市立小野市民病院  

たけなかキッズクリニック  

岡山大学医学部歯学部付属病院小  

児科  

関西医科大学滝井病院小児科  

（5）慢性頭痛（片頭痛、緊張性頭痛など）  

（6）消化性潰瘍  

（7）心因性嘔吐  

（8）非器賀性視力障害  

安島英裕  

竹中義人  

岡田（土居）  

あゆみ  

石崎優子  

2）身体表現性障害  
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稲垣由子   

氏家 武  
村山隆志  

三夕日まどか  

二宮恒夫  

甲南女子大学人間科学部   

北海道こども心療内科氏家医院  

東京弘済園  

鳥取県立綜合療育センター小児科  

徳島大学医学部保健学科  

（1）転換障害  

（2）心気症  

（3）身体醜形障害  

（4）疫病障害  

（5）身体化障害  

4．身体疾患による精神症状  

1）神経疾患による精神症状   

2）その他の身体疾患による精神症状   

3）治療こよる精神症状  

国立精神神経センター武蔵野  
病院小児神経科  
大分子ども病院小児科  

横浜市中部地‡或療育センター  

佐々木征行  

藤本 保   

原仁  

5J更食障害  

1）神経性食欲不振症神経性食欲不振症  

（D若年期発症  

②思春期発症   

2）神経性大食症先生】   

3）その他の摂食障害  

井口敏之  

生田憲正  

白波瀬文一  

郎  

生田憲正  

星ケ丘マタニティ病院 小児科  

国立成育医療センター  

慶應大学医学部   

国立成育医療センター  

2  

2  

2  

2  

2  

東京北社会保険病院小児科  6．睡眠障害  

1）睡眠異常  

①不眠・過眠・ナルコレプシー・睡眠  

リズムの障害  

②呼吸関連睡眠異常   

2）パラリムニア  

①睡眠時遊行、夜驚症、悪夢  

神山潤  

．不安の障害  

1）全般性不安障害（小児の過剰不安障害）   

2）強迫性障害   

3）恐怖障害   

4）社会不安障害   

5）パニック発作・パニック障害  

奈良県立大学看護学部   

国府合病院児童精神科  

北海道大学精神科   

国府台病院児童精神科  

東京都精神医学総合研究所   

国立成育医療センター  

2  

2  

2  

2  

2  

2  

飯田順三   

小平雅基  

朝貢聡  

渡辺京太  

猪子香代   

笠原麻里  6）外傷後ストレス障害・急性ストレス障  

静岡県立子ども病院  8．衝動制御の障害  

1）抜毛癖   

2）放火癖  

小林繁－  
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9．適応障害  

10．耶離性障害  

11．感情の障害  

1）うつ・感情調整障害   

2）双極性障害  

12．統合失調性障害  

1）統合失調症   

2）短期精神病反応  

東京都立梅が丘病院  

名古屋大学発達心理精神科学  
教育研究センター  
北海道大学精神科  

金沢大学精神科  

村瀬聡美  

情B建三  

枝末俊夫   

松田文雄  

大高一別   

横山富士男  

松B病院  
大高クリニック   

埼玉医科大学神経精神科  13．子どもの性同一性障害  

＜各論 Ⅱ．注目すべき子どもの問題および  

状況＞  

1．不登校■いじめ・引きこもり  

1）不登校の早期対応   

2）不登校・引きこもりの鑑別診断   

3）いじめ問題への対応   

4）引きこもりへの対応  

2．子ども虐待および養育上の問題への対応  

1）子ども虐待の種類   

2）子ども虐待対応の制度（法律解説を含  

む）   

3）子ども虐待の発見と通告   

4）養育問題家族のアセスメント   

5）虐待などの成育環境による子どものこ  

ころの問題とそれへの対応   

6）親・家族への支援   

7）子ども虐待の予防  

3．その他のトラウマおよび喪失への対応   

1）災害時の対応   

2）一般犯罪被害を受けた子どもと家族へ  

の対応   

3）性被害を受けた子どもと家族への対応   

4）喪失体験をした子どもと残された家族  

への対応  

2  

2  

1  

2  

近畿大学医学部小児科  

大阪大学保健センター   

広島県立障害者コロニーわかば療  

育園医療科  

山梨県中央児童相談所   

名古屋市児童福祉センター  

名古屋市児童福祉センター   

名古屋市児童福祉センター   

国立成育医療センター  

国立成育医療センター  

村上佳津美  

井上洋一   

河野 政樹  
近藤直司  

牧真吉  

牧真吉   

牧真吉  

奥山眞紀子  

奥山眞紀子  

杉山登志郎  

杉山登志郎  

奥山真紀子  

1
 
1
 
2
 
 

あいら小児保健医療総合センター  

あいら小児保健医療総合センター  

国立成育医療センター  

4．発達障害者支援法と発達障害の早期発見  

・介入  

1）発達障害者支援法および制度  

（社）発達協会王子クリニッ  
ク  

石崎朝世  
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2）発達障害の早期発見・介入   

3）発達障害の療育  

＜各論Ⅲ．連携＞  

1）医療間連携 児童  

（1）一般小児科・精神科との連携・子ども  

のこころの専門診療機関との連携  

（2）他科との連携・チーム医療  

2）他機関と連携   

他機関との連携の方法  

保健機関、療育機関、学校、保育園・幼稚  

大阪府立精神医療センター松  
心園）   

干葉県立こども病院精神科   

神戸大学大学院医学系研究科成育  

医学講座小児科学  

大石聡  

佐藤真理   

北山真次  
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